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リンゴ「ふじ」における日焼け果発生予測技術の開発  

 
１  背景・目的  

近年 、地 球 温暖化 に伴 う夏 季 の高温等 により、  

リンゴの日焼け果 （写真 ）の発生増加が問題となって

いる。  

そこで、日焼け果の発生を事前に予測するため、

気温および果実表面最高温度と日焼け果発生率の

関係について検討する。  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

２  技術のポイント  

(1)  リンゴ「 ふじ」 では、果実表面最高温度が 46℃以上で日焼け果が発

生する（図 1） 。  

(2)  果実表面最高温度 （ y） と日最高気温 （ x ） には正の相関関係があり

（図 2） 、果実表面最高温度が 46℃となる日最高気温は 34.4℃と考え

られる。  

(3)  日焼け果発生予測の精度は、金沢地方気象台が公表する 5 日前時

点における日最高気温の予報値が 34℃以上のとき、8 割である。  

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
３  成果の活用と留意点  

(1)  天気予報等により、最高気温が 34℃以上になることが推測された場

合、果実に資材を被覆する等の事前対策を実施する。  

(2)  予測式の利用は、日焼け果が発生する可能性のある、6 月から 9 月と

する。  
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図 1  果 実 表 面 最 高 温 度 と 日 焼 け 果 発 生 率 の 関 係  

写 真  リ ン ゴ の 日 焼 け 果  

図 2  果 実 表 面 最 高 温 度 と 日 最 高 気 温 の 関 係  


